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港工場～津波の爪痕 ❶　埠頭周辺

▲強固なはずの護岸も数カ所で法面が決壊し、路盤下部の土砂が流出して崩落。全長
にわたって沈下し、多数の亀裂が発生した。また、係留装置も浸水により使用不能となった。

▲アン・ローディングアームは水没しなかったものの、地震の影響により旋回用固定ピン
の変形や旋回角度のズレなどの被害を受けた。

▲

▲

LNG 船入船時の監視棟であるバースセンターは１階部分が完全に水没し、大破。
計装機器や制御装置が損壊した。また、蒸気配管や計装空気配管が変形した。

▼海水取排水設備は取水路周辺や取水路上部の地盤等が喪失し、排水路周りの
護岸が損壊した。写真は「海水取水路（カルバート）」であるが、上部が崩落してい
る。また、オープンラック式ベーパライザー（ORV）用の海水取水路には土砂が堆積
し、取水不能となった。

▲▼サンプリング設備ではサンプリングポンプ等の機器が水没。建屋周辺の土砂
の一部が流出した。




